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concept
人の動線から、形をつくる試み。人が移動したいと思う動線に、なるべくフィットするような通路を考える。その際、建築をネットワー
クとしてとらえ、人の動きを媒介中心性で数値化し、よりよい動線を求める。
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phase0

十和田市美術館の別解を考える。十和田市美術館は、永久展示作品が多く、各展示室が独立している。従来の、
大きな展示室空間に並べられた作品を経路に従って鑑賞する、という美術館とは異なり、多様な作品の集まりを
楽しむという新しい美術館体験を追求ようとしている。しかし、展示室の間にわたされた通路が、人々の動線を制
限しているように感じられる。人が移動したいと感じる動線に、フィットするような通路を考える。
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phase1
”動き”の数値化。動線を、各展示室がどれだけ通過されやすいかを数値によってはかる（媒介中心性）。まず、展示
室間の通路をedge、各展示室のエントランスをnodeとして、現状の動線をネットワークとみなせるようにする。そ
の後各nodeの媒介中心性を求め、nodeたちの媒介中心性がどのように異なり、どのように分散しているかを見る
ことで、ネットワーク内の人の動きやすさや偏りを数値化する。
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agent = エントランスの位置（node）

agent = 既存の動線（edge）とする。

nodeとnodeの全通りの組み合わせを計算。

２つの node の最短経路をトレースする。

その際に通った node に、通るたびに点数

を加算していく。これをすべての node の組

み合わせでくりかえす。

最短経路上で、どれだけよく通過されるか、

がわかる

＜媒介中心性とは＞

＜媒介中心性を求めるための code＞

経路を edgeとnodeで構成し、各 node につ

いて、通過されやすい頻度を数値で示す。

node

edge
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展示室のエントランスに nodeを、

動線に edgeをえがく

「通りやすさ」を円の大きさで表す。偏りがあることがわかる。

複数の人が移動したときに、各 node がどのくらい通過されるか、

を計算する。（媒介中心性）
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phase2
評価方法のデザイン。まず、phase1で数値化された、現状のネットワークについて評価する。phase1の結果から、
現状のネットワークでは、各nodeの媒介中心性の大きさには、ばらつきがある。つまり、よく通る場所とほとんど
通らない場所があり、人の動きが制限されている。そこで、通路を足してネットワークを変化させ、そのたびに媒
介中心性の散らばり具合を確認する。各nodeの媒介中心性の大きさがなるべく等しくなれば、どの展示室も同じ
くらいよく通過されるようになり、人々がいろいろな展示室にいけるということになる。媒介中心性が等しく分散
するようなネットワークのつくりかたを探す。
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entrance position(points)

line of flow(curve)

evaluation of betweenness 
centrality

agent(1point)

agent(1curve)

evaluate centrality of existing network

add new curves

evaluate centrality of new network

eaqually distribution of centrality

agent(1point)

agent(1curve)

agent(1point)

agent(1curve)

agent(1point)

agent(1curve)

agent(1point)

agent(1curve)

agent(1point)

agent(1curve)

NOYES

END

loop

given info given info

現状の動線について、評価する。

通路を足しながら、よりよい動線を

見つける。
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phase3

システムの実装。現状のネットワークの評価結果をもとに、edgeをたしてネットワークを変化させ、媒介中心性が
分散するものを探し、別解とする。edgeを一定のルールにもとづいて足していくことで、現状をどう変化させれば
よいか、ということを理解しつつ別解をさがす。

＜足し方のルール＞現状のネットワークでの「中心性の値」をもとに以下のようなルールでedgeをたす
01.small̶small　中心性の小さいnodeと中心性の小さいnodeをつなぐ
02.small̶large　中心性の小さいnodeと中心性の大きいnodeをつなぐ
03.next to small̶next to small　中心性の小さいnodeの隣と中心性の小さいnodeの隣をつなぐ　
04.next to small̶next to small(edge=1)　中心性の小さいnodeの隣と中心性の小さいnodeの隣をつなぐ　
05.next to small̶next to small(edge=2)　中心性の小さいnodeの隣と中心性の小さいnodeの隣をつなぐ　
06.next to small̶next to large(edge=1)　中心性の小さいnodeの隣と中心性の大きいnodeの隣をつなぐ　
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01. small̶small

02. small̶large

02-3

02-4

02-5

02-6
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phase4

別解の提示。phase3で最も中心性が分散したもの(05-4)をえらび、足したedgeに対応するように通路を増設す
る。動線の自由度が増し、さらに展示室を通路が貫通することにより、展示空間が変化する。
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